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1. 〈特集；不育症とその対策〉 不育症と子宮因子 
高桑好一，横尾朋和，能仲太郎，大木 泉，菊池 朗，田中憲一 
産婦人科治療 ９１ １３４～１３９  

 
2. 妊娠中毒症から妊娠高血圧症候群へ―自己抗体を中心に― 

高桑好一，横尾朋和，田村正毅，田中憲一 
妊娠高血圧学会２５周年を記念して II病因，病態免疫 １４０～１４１ 
日本妊娠高血圧学会編集，Ｈ１７．４．１発行 Medical View社 

 
3. STD陽性妊婦と新生児 

高桑好一，田中憲一 
女性診療のための感染症のすべて 産婦人科治療 ９０ ７３２～７３７ 

 
4. わかりやすい免疫疾患 第Ⅰ章 免疫の基礎 マイクロキメリズムと疾患 

高桑好一  日本医師会雑誌 １３４ S５９６～S５９７ 
 
5. 全国婦人科診察所におけるHIV陽性妊娠婦人の診療について ―全国アンケート調

査結果の解析― 
高桑好一，加嶋克則，鈴木美奈，藤田和之，田村正毅，田中憲一 
日本産科婦人科学会 新潟地方部会会誌 ９３ １８～２１ 

 
6. 産科診療マニュアル ―産科異常への対応― IV. 異常分娩 ７. 癒着胎盤・子宮内

反症 
高桑好一，田中憲一 
産科と婦人科 ７２ １６０７～１６１１ 

 
7. 症例から学ぶ生殖医学 ３）不育症 子宮因子 

高桑好一  日本産科婦人科学会誌 ５７ N３４１～N３４５ 
 
8. コントロール不良の糖尿病に合併した骨盤内放線菌症の１症例 

加嶋克則，藤田和之，青木陽一，田中憲一，夏目学浩 
日本産科婦人科学会 新潟地方部会会誌 ９４ １～３ 



 
9. 複雑型胎便性腹膜炎の２例 

松下 充，石井桂介，田村正毅，高桑好一，田中憲一 
日本産科婦人科学会 新潟地方部会会誌 ９４ ４～６  

 
10. 不育症症例におけるプロテイン C活性，プロテイン S活性に関する検討 

大木 泉，能仲太郎，横尾朋和，石井桂介，菊池 朗，高桑好一，田中憲一 
日本産科婦人科学会 新潟地方部会会誌 ９４ １４～１６ 

 
11. 家族性卵巣癌と BRCAI遺伝子 

加嶋克則，田中憲一  産婦人科の世界 ５７ ２１１～２１８ 
 
12. 周産期肺血栓塞栓症 

芹川武大  新潟医学会雑誌 １１９ １５６～１６０  
 
13. 双胎間輸血症候群に対する胎児鏡下胎盤吻合血管レーザー凝固術の現状と将来 

左合治彦，林  聡，千葉敏雄，北川道弘，名取道也，石井桂介，中田雅彦，

村越 毅 
周産期医学 ３５ ７ ９６１～９６５  

 
14. CytochromeP450遺伝子多型（SNP）と HRT後の骨密度変化に関する検討 

八幡哲郎，全 錦華，田村 希，永田 寛，倉林 工，田中憲一 
Osteoporosis Japan, 2005 １３ ６３～６５  

 
15. 子宮体癌に対する保存的療法の効果と問題点について 

八幡哲郎，藤田和之，青木陽一，田中憲一 
関越 UFT研究会講演集 １８ ５２～５５  
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